
中高生が静浜基地で自衛隊生活を体験
同
基
地
で
は
、
昨
年
か
ら
航
空
自
衛
隊
に
つ
い
て
理
解
を
深

浜
基
地
（
焼
津
市
）
で
実
施
さ
れ
た
「
青
少
年
防
衛
講
座
」
を

す
」
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

て
正
し
く
理
解
を
深
め
た
。
夕
暮
れ
に
は
ラ
イ
ト
が
点
灯
し
た

活
ス
タ
ー
ト
。
早
速
「
右
向
け
右
」「
左
向
け
左
」「
前
へ
進
め
」

静
浜
基
地
の
食
事
は
航
空
自
衛
隊
の
中
で
も
好
評
な
こ
と
も
あ

ま
た
、
飛
行
教
育
群
、
整
備
補
給
群
、
基
地
業
務
群
と
い
っ

２
日
間
で
ぐ
っ
と
自
衛
官
に
近
付
い
た
参
加
者
た
ち
か
ら
は

日
で
行
わ
れ
、
静
岡
県
内
の
中
高
生
２
５
人
が
参
加
し
た
。
参

元
気
に
頑
張
ろ
う
！
」
と
い
う
挨
拶
が
あ
り
、
参
加
者
は
貸
与

者
は
「
す
ご
い
」「
綺
麗
」
と
基
地
の
新
た
な
一
面
に
何
度
も

官
の
基
本
動
作
を
教
わ
り
、
参
加
者
は
ぎ
こ
ち
な
い
動
き
な
が

静
岡
地
本
は
、
若
者
に
自
衛
隊
を
更
に
身
近
に
感
じ
、
関
心

習
機
を
見
学
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
教
育
に
使
用
し
て
い
る
シ
ミ
ュ
レ

備
犬
の
世
話
を
し
て
み
た
い
」「
初
め
て
の
体
験
ば
か
り
で
、

支
援
し
た
。

佐
）
は
、
８
月
７
日
（
火
）
と
８
日
（
水
）、
航
空
自
衛
隊
静

加
者
か
ら
は
開
催
前
か
ら
「
楽
し
み
で
す
」「
緊
張
し
て
い
ま

ー
タ
ー
も
体
験
し
、
静
浜
基
地
で
働
く
自
衛
官
の
仕
事
に
つ
い

さ
れ
た
作
業
服
に
着
替
え
て
、
い
よ
い
よ
２
日
間
の
自
衛
官
生

す
べ
て
が
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
中
で
も

ら
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

歓
声
を
上
げ
て
い
た
。

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
募
集
広
報
を
行
っ
て
い
く
。

め
て
も
ら
お
う
と
同
講
座
を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
は
１
泊
２

講
座
当
日
は
、
開
始
に
あ
た
り
同
基
地
隊
員
か
ら
「
み
ん
な

滑
走
路
を
歩
く
「
ラ
ン
ウ
ェ
イ
ウ
ォ
ー
ク
」
が
行
わ
れ
、
参
加

な
ど
の
号
令
に
合
わ
せ
て
体
の
向
き
を
変
え
る
な
ど
す
る
自
衛

り
、
参
加
者
全
員
が
「
お
い
し
か
っ
た
」
と
太
鼓
判
を
押
し
た
。

た
基
地
の
機
能
や
役
割
に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ
か
、Ｔ
ー
７
初
等
練

「
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
良
か
っ
た
」「
自
衛
隊
に
入
っ
た
ら
、
警

「目標は自衛官」航空自衛隊基地見学
に
行
わ
れ
た
基
地
見
学
に
、
３
８
人
を
２
日
間
に
分
け
て
引
率

自
衛
隊
浜
松
基
地
（
浜
松
市
）
で
神
奈
川
、
栃
木
、
群
馬
、
長

隊
の
規
律
正
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。

Ｆ
ー
１
５
・
Ｆ
ー
２
各
戦
闘
機
も
見
学
し
、
機
体
の
大
き
さ
と

員
の
生
活
や
職
場
環
境
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
不
安
が
解
消
で

参
加
者
は
、
隊
員
が
生
活
す
る
隊
舎
で
整
頓
さ
れ
た
生
活
空

の
説
明
を
受
け
、
参
加
者
全
員
が
実
際
に
操
縦
席
に
乗
り
込
ん

あ
る
志
願
者
の
道
し
る
べ
と
し
て
活
動
し
て
い
く
。

終
了
後
、
参
加
者
か
ら
は
「
航
空
自
衛
官
を
目
指
し
て
日
々

野
及
び
静
岡
県
の
自
衛
官
を
目
指
す
若
者
や
そ
の
家
族
を
対
象

佐
）
は
８
月
９
日
（
木
）
と
１
０
日
（
金
）
の
２
日
間
、
航
空

間
や
磨
き
こ
ま
れ
た
靴
が
整
然
と
並
ぶ
様
子
を
見
学
し
、
自
衛

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
基
地
見
学
会
を
通
じ
て
自
衛
隊
と
い

で
操
縦
桿
に
触
れ
た
。
そ
の
後
、
第
１
術
科
学
校
が
保
有
す
る

努
力
し
て
い
る
。
早
く
合
格
し
て
活
躍
し
た
い
」「
実
際
に
隊

し
た
。

ま
た
、
格
納
庫
内
で
は
整
備
員
に
よ
る
Ｔ-

４
中
等
練
習
機

う
仕
事
の
魅
力
を
よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
熱
意

存
在
感
に
参
加
者
は
圧
倒
さ
れ
て
い
た
。

き
た
」
な
ど
と
の
感
想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

夏休み中の子供たちが砕氷艦「しらせ」で南極を学ぶ
静
岡
県
の
港
に
「
し
ら
せ
」
が
寄
港
す
る
の
は
初
代
「
し
ら

清
水
港
日
の
出
埠
頭
（
静
岡
市
）
に
お
い
て
砕
氷
艦
「
し
ら
せ
」

内
の
一
般
公
開
及
び
学
生
等
を
対
象
と
し
た
特
別
公
開
が
実
施

水
マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
行
わ
れ
た
「
清
水
海
洋
展
２
０
１
８
」

ま
っ
た
多
く
の
家
族
連
れ
が
列
を
つ
く
っ
た
。
艦
内
公
開
で
は
、

極
大
陸
の
石
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
見
学
者
は
歓
声
を
上
げ

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
県
内
の
自
治
体
と
連
携
し
て
、
多
岐

め
て
。
静
岡
県
や
静
岡
市
、
清
水
港
客
船
誘
致
委
員
会
に
よ
る

夏
休
み
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
地
元
住
民
や
観
光
客
な
ど

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
パ
ネ
ル
展
示
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
を

学
し
た
ほ
か
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
用
の
飛
行
甲
板
で
は
普
通
の
氷

ま
た
、
静
岡
地
本
は
岸
壁
で
陸
上
自
衛
隊
の
車
両
展
示
や
制

活
動
を
実
施
し
て
い
く
。

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等
空

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等
空

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等
空

の
艦
内
公
開
支
援
及
び
広
報
活
動
を
行
っ
た
。

佐
）
は
、
８
月
２
４
日
（
金
）
か
ら
２
６
日
（
日
）
の
３
日
間
、

入
港
歓
迎
行
事
が
２
４
日
に
行
わ
れ
、
２
５
日
と
２
６
日
は
艦

服
試
着
体
験
な
ど
の
広
報
活
動
を
行
っ
た
ほ
か
、
隣
接
す
る
清

２
日
間
で
約
１
万
５
千
人
が
訪
れ
、
両
日
と
も
朝
早
く
か
ら
集

と
違
い
ぱ
ち
ぱ
ち
と
音
を
た
て
な
が
ら
溶
け
る
南
極
の
氷
や
南

行
っ
た
。

せ
」
以
来
１
８
年
ぶ
り
で
、
現
在
の
２
代
目
「
し
ら
せ
」
は
初

さ
れ
た
。

に
も
参
加
し
、
海
上
自
衛
隊
や
「
し
ら
せ
」
の
活
動
に
つ
い
て

航
行
の
指
示
を
出
す
艦
橋
や
南
極
観
測
隊
員
の
居
室
な
ど
を
見

な
が
ら
遠
い
南
極
の
不
思
議
さ
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
。

に
わ
た
る
自
衛
隊
の
活
動
を
正
し
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
広
報


